
－第 11回ふくい・くらしの研究所総会にて、全議案が原案通り可決－

日　　　時：２００８年６月２８日(土)１３：３０～１４：３０

会　　　場：福井県生活学習館　学習室１０１

出席会員数：２７９名

（うち代理人による出席者および書面により表決するもの 245 名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 11回総会

　総会では全議案を原案通り承認いただき、愛称「くらなび」を披露しました。

福井県民の皆様に親しみやすく、お役に立てる研究所として０８年度の事業

を開始しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　映画会でアンケート実施

　また、総会に先立って上映したドキュメンタリー映画「北極のナヌー」には、親子を中心に４００名の参加がありました。

いまだかつてない暖かな北極で、小さな白くまナヌーが想像を絶する苦難を乗り越えて懸命に生き抜く姿を目の当た

りにして、私たち人間が地球温暖化を防ぐためにどのような行動をすべきか、家族で話し合う機会になったのではない

でしょうか。

２００８年度基本方針

◆ 第３次中期３ヵ年計画の２年目として１年目の成果を着実に継続し、引き続き「自立した消費者が安心してくらせ

る安全な地域社会の実現への貢献」をめざします。

◆ 「消費者の自立意識の向上」を支援する取り組みとして、福井県の委託事業の消費者講座に加えて消費生活能

力検定や消費生活アドバイザーに関する啓発事業など、県民一人ひとりが自立した消費者としてステップアップ

していけるよう、公益法人として支援していきます。

◆ 「家族のくらしを支援する」取り組みとして、食・環境・福祉・くらしの見直しなどくらしに関する啓発事業を更に充

実させていきます。

◆ 「地域ネットワーク支援」の取り組みでは、行政や事業団体､地域の関係機関や市民団体、専門家との協働・連

携を広げながら連携事業を積極的に働きかけます。

◆ 「子どもの食生活と健康及び親の関わり」調査結果や消費動向調査の継続・調査結果の公表とともに、委託調査

事業を拡張できるよう営業を強めます。

◆ 各種啓発活動や調査活動を通じて、研究所を知らせる活動を引き続き精力的に行います｡

　社団法人化１０周年を記念し、より身近なくらしの研究所をめざし、愛称募集をしてまいりました。
県内外から１００通を超えるご応募をいただき、愛称が決定しました。

　　　　     『くらしのナビゲーション』 を略して 『くらなび』 です。

　　ナビゲーションとは、航海術、航空術のことです。そのほか、船舶や自動車を目的地まで導く役
　割をするもののことです。これが転じて、最近では位置関係を示すだけでなく、「必要とされるさ
　まざまな情報を提供するもの」の意味にも使われています。
　　ふくい・くらしの研究所は「県民が安全な地域社会の中で、安心してくらせるよう、消費者の自
　立意識の向上を支援し続けられる福井県に定着した研究所をめざし、「自立した消費生活のアドバ
　イザー」と「消費者と行政・企業・生産者をつなぐコーディネーター」としての役割を果たしてい
　きます。

　愛称のロゴマーク　⇒⇒⇒

「く」の文字は研究所がめざす目的地への
ベクトルを表し、そのほかの文字は「ひと」
を表しています。県民の皆様に広く浸透す
るよう、活動してまいります。


